
ウォータードロップチューブウォータードロップチューブ

●このたびは、当社製品「ウォータードロップチューブ」をお買い上げ頂きまして、

　誠に有難うございます。

●ウォータードロップチューブは多孔質ゴム製のチューブで、地中に埋設して

　作物の根域に直接、水・肥料・空気を供給することができます。

　これにより植物の生育の安定促進、病害の抑制、肥料の節約、節水等、多くの効果が得られます。

●この取扱説明書には、正しく安全にご使用頂くための注意事項が記載されています。

　ご使用になる前に必ず本書をお読みになり、使用方法を理解して下さい。

　(誤った使用方法は事故・怪我の原因となります。）

●取扱説明書は大切に保管し、何時でも見られるようにしておいて下さい。

取扱説明書

緑化用地上・地中潅水パイプ



新しいウォータードロッἩチューἨể既使用のウォータードロッἩチューἨを一緒Ệ使わễいỂください。



ウォータードロッἩチューἨ施工上の注意事項

ウォータードロッἩチューἨ敷設のための

掘削および埋め戻し

ウォータードロッἩチューἨの敷設例



ウォータードロップ

チューブ WWD-10

ウォーターワイド

ドロップチューブ WWD-15

商品・型式

製品の確認をして下さい。

標準配管例 １
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標準配管例１
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給水管と口径

流量に合わせて⅚下表を目安にして

塩ビ管‚VP‛の口径を決めて下さい⅛

流量Ệ対Ẳて塩ビ管ầ細いとẆ圧力の損失ầ大

ẨくễったりẆウォータードロッἩチューἨỆ均等

Ệ水ầ分配されễẦったり等の影響ầ生ẳまẴẇ

流量　ℓ／分　　　塩ビ口径(A)ミࣜ

13

20

25

30

3.5　　 　未満

12  ～ 20 未満

3.5 ～ 12 未満

20  ～ 35 未満



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨẆ塩ビ管等ỉ概略配置を決ỜềɦẰいẇᵆᵔὉᵕἬὊἊを参考ỆẲềɦẰいᵇ

ɦ表を参考ỆウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ埋設深Ằを決ỜềɦẰいẇ

ɦ表を参考ỆウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ埋設間隔を決ỜềɦẰいẇ

ウォータードロッἩチューἨ

※厳密ễ管理を必要ểẴỦ場合Ị使用場所Ể短いウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨを埋設Ẳ試験Ẳた後Ẇ

ẅ埋設間隔を決定ẲềɦẰいẇ

※芝地Ểỉ使用Ịᵓᵎcm以ɦỉ間隔Ể埋設ẲềɦẰいẇ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ配管Ệ対Ẳềỉ配管ἉἋテムを決定ẲềɦẰいẇ

給水ἉἋテムἸニッἚỆợụ水源ẦỤウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỆ水を送ỦコンἚἿὊἽ方法

を決定ẲộẴẇ給水ἉἋテムἸニッἚỉ選定Ịɦ図を参考ỆẲềɦẰいẇ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỊ˯流量ᵆ最適敵ɦ量ᾀ὿mℓᵍ分ᵍｍ以ɦᵇỂ長時間ί４時間以ɥᵍ日ὸẦẬề潅水ẴỦợうỆ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



配管ẆウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỆ異物ầ蓄積Ằủ

Ủể水ỉ出ầ悪くễỦẮểầあụộẴẇ

対処方法ểẲềỊἛἾイン配管を設ẬềɦẰいẇ

ἛἾイン配管ˮ置ỊᵏᵎἬὊἊẆ配管例ᵏὉᵐὉᵑを参考

ỆẲềɦẰいẇἛἾイン配管Ị水平Ệ設置ẲềɦẰいẇ

傾斜地Ệ敷設ẴỦ場合Ị水ỉ供給を最ờ

高いˮ置ẦỤ行ẾềɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỊ等高線状Ệ配置ẲềɦẰいẇ

ᵏஜỉウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ最大使用距離Ị片側

ẦỤỉ給水ỂỊᵔᵎｍẆ両側ẦỤỉ給水ỂỊᵏᵐᵎmỂẴẇ

ᵏஜỉウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ高˯差Ị傾斜ᵑ％以内

ểẲ基準値ợụ±ᵐᵓcm以内ỆẲềɦẰいẇ

地表面ỆウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨを敷設

ẴỦể水中ỉ塩類ầ析出ẴỦ事ầあụộẴỉ

ỂẆắ注意ɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉἾイアウἚ



ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨを放ụ投ậたụ引ẨẵẾたụẲễいỂɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỊễỦべく水平Ầế一定ỉ深ẰỆ埋設ẲềɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨểዒ手ểỉ接ዓỊẆɦ図ᵆ接ዓ例ᾀ，ᾁᵇを参考ỆẲềɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ஛端ỊἛἾイン管Ệ接合ẴỦẦẆộたỊỺンἛバἽἨを取ụ付ẬềɦẰいẇ

ウォータードロッἩ

チューἨ施工上の

注意事項

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



ウォータードロッἩ

チューἨ敷設のた

めの掘削および埋

め戻し

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨを敷設ẴỦたỜỉ溝Ị小規模ỂあủịἋコッἩ等を用いề

手堀Ể行いẆ大規模ỂあủịἚἾンチャὊやἉャἫἽカὊ等ỉ機械Ể行ẾềɦẰいẇ



ウォータードロッἩ

チューἨの敷設例

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ敷設例ểẲềɦ図を参考ỆẲềɦẰいẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨ



16

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ஛端Ệ配管を設ẬẆ

そỉ一端Ệ取付ẬộẴẇ

ウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ஛端ᵏஜắểỆ取付ẬộẴẇ

ஜ数ầ少ễい場合Ệ便利ỂẴẇ

バἽἨを閉ỜỦểウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨẦỤ水ầ染Ớ出ẲềẨộẴẇ

Ắỉ時Ẇ接ዓ部ẦỤỉ水漏ủầễいẦ確認をẲềɦẰいẇ

検査ầ完了ẲたỤウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ使用ầ可能ỂẴẇ

使用ỆあたẾềỊẆウỻὊタὊἛἿッἩチἷὊἨỉ特性ểẲề潅水量ầ安定ẴỦộỂỆ時間ầẦẦ

ụộẴỉỂẆỊẳỜỉうちỊ流量Ὁ圧力ᵆ圧力計ầếいềいỦ場合ᵇを一定時間毎Ệ記録ẲềɦẰいẇ

後々ỉ圧力変動時やἚラἨἽ時Ểỉ対処ỉ目安ỆễụộẴẇ
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